
２０２４年がスタートしました。今年は辰年で

す。甲辰（きのえたつ）の「甲」は草木の成長を表

し、植物が成長するようにどんどん勢いを増して増

えていくという意味があるようです。昨年まで努力

してきたことが実を結んで成就するよう、さらに努

力を続けていきたいと思います。一方で元日の地震

や事故があったように、予想できないことも起こり

ます。子どもたちには、『自ら考え 自らの力で 未

来を切り拓く 宮野浦の子ども』になれるよう、サ

ポートしていきます。 

１６日に大谷翔平選手からグローブが寄贈され

ました。ホームページで紹介したように、大谷選手

が高校生時代から目標を達成するための地図（マン

ダラチャート）をつくっていた話をしました。努力

には、差し迫った目標に向かってがんばることと、

すぐに結果には結び付かないものの、将来のために

学んでいく努力があります。がんばってもなかなか

目標達成できないのは、直接の努力ばかりで、間接

（準備）の努力が足りないこともあるのではないで

しょうか。大谷選手は、目の前の結果にとらわれる

ことなく、目標を達成するための地図をたよりに、

間接（準備）の努力を積み重ね、大きな成果を得ることができたと考えます。子どもたちには、大

谷選手への感謝と、学校教育目標にあるよう、主体的な行動で夢が実現すると伝えました。 

それでは、学校の教職員はどんなことができるでしょうか。子どものあるべき姿や、ここまでで

きるようにしなければいけないという意識を変えていく必要があります。「できた・できない」だ

けでなく、背景や経緯をみとり１人１人の学びを保護者のみなさんと共有していきたいと思いま

す。学校アンケート結果から、「失敗してもそれに負けず乗り越えることができるか」ということ

が、保護者のみなさんから課題として挙げられました。まずは子どもたちに「きく」ことから始め、

失敗も経験させ、必要があれば大人がサポートすることを基本と考えます。これまでと同様に、教

師や保護者のみなさん、大人がどんな関わり方をすれば良いかを考えていきましょう。今年もどう

ぞよろしくお願いいたします。                 校 長   
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